
 

 

 

 

○貯水槽水道の維持管理について 

 ビル等で、市町などの水道から供給される水を一度受水槽に受け入れ、受水槽から居住

者に水を給水する設備を貯水槽水道といいます。 

貯水槽水道の維持管理についてのお願い 

 貯水槽水道の設置者（受水槽が設置されているビル等の持ち主）は、水道法及び市町など

水道事業者との供給規定に基づいて、受水槽を適正に管理し、利用者の安全に配慮する

責任があります。貯水槽水道は受水槽の容量によって、簡易専用水道と小規模受水槽水道

に分類されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貯水槽水道のうち受水槽の有効容量が１０立方メートル以下のも

のが該当します。 
 小規模受水槽水道の設置者は、愛媛県飲用井戸等衛生対策要

領に定められた管理基準に従って、簡易専用水道に準じた維持管

理を行うとともに、１年以内ごとに１回、厚生労働大臣登録の検査機

関の定期検査を受けなければなりません。 

 貯水槽水道のうち受水槽の有効容量が１０立方メートルを超えるも

のが該当します。 
 簡易専用水道の設置者は、水道法に定められた管理基準に従っ

て維持管理を行うとともに、１年以内ごとに１回、厚生労働大臣登録

の検査機関の定期検査を受けなければなりません。 

小規模受水槽水道 

簡易専用水道 

※「建築基準法」により特定建築物に該当するビル等に設置する受水槽の管理については「建築物における衛生的

環境の確保に関する法律」に従った維持管理が必要となります。 
 
 
 
 
 

 



○貯水槽水道の管理基準について 

貯水槽水道の管理については以下の内容を行う必要があります。 
管 理 事 項 内   容 備   考 

水槽の掃除 
１年以内ごとに１回、定期的に受水槽・高置

水槽などを掃除する 
 

水槽の点検 
水槽の亀裂の有無や内部の状況、配管の

状態などを点検し、汚染の可能性がないよ

うにする 

設置者（又は設置者が依頼する

管理人）による日常点検 

危険防止措置 
上記の点検で不備な箇所があった場合は

修理を行う 
市町の指定する水道工事業者

に依頼 

定期の水質検査 
１年以内ごとに１回以上、水質（臭気、味、

色、色度、濁度、残留塩素）及び管理状況

に関する検査を受ける 

厚生労働大臣登録の検査機関

に依頼 

水質異常時の検査 
水の色、濁り、臭い、味等に異常が生じた際

には臨時の水質検査を受ける 
厚生労働大臣登録の検査機関

に依頼 

給水停止と利用者

への周知 

上記の検査等により、供給する水が人の健

康を害するおそれがあることを知ったとき

は、水槽からの給水を停止し、利用者に周

知を行う 

施設の改善方法等については

市町の水道局又は水道担当課

にご相談ください 

 

○貯水槽水道の検査機関について 

 貯水槽水道の水質並びに管理状況に関する検査については、厚生労働大臣の登録機関

で行うこととなっておりますので、下記の検査機関に直接お問い合わせのうえ検査を行ってく

ださい。 

 

厚生労働省登録検査機関（水道法３４条登録機関） 
検 査 機 関 住    所 連絡先電話番号 

（財）愛媛県総合保健協会 
〒790-0814 

 愛媛県松山市味酒町１丁目１０番地５ 
(089)987-8206 
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